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Ａ. 研究目的 

 食品への意図的な異物混入など、食品の安全

を脅かす事故や事件が発生している［1～3］。

これらを防止するための取り組みとして食品

防御対策を講じる企業が増加してきたことは、

既存の調査でも明らかであるが［4］、一般住民

を対象とした食品防御に対する意識調査は少

ない。特に、購入した食品に異常がある場合に

消費者がどのような行動をとるかに関しての

調査はない。 

そこで本研究では、一般住民の食品防御や食

の安心安全に関する意識を調査した既存アン

ケート調査結果［5］を詳細に分析し、消費者の

研究要旨 

 令和 5 年度は食品防御や食の安心安全についての意識を把握することを目的として、アンケー

ト調査結果を分析した。分析対象としたアンケート調査はウェブ調査会社のモニタ登録会員を対

象に、10～70歳代の男女 1442人を調査対象として実施した既存データであり、性、年齢、居住

地域に加えて、食の安心安全に対する意識、購入した食品に異常があった場合の対応、コロナ禍

における外食時の心配事等を調査したものである。今年度は特に３つの設問に対する自由記載回

答を対象に日本語解析を実施した。分析の結果、自由記述の設問「コロナ禍において外食をする

際に、あなたが心配すること」に対する単語の出現頻度は、高い順に「感染」「人」「マスク」

「外食」であった。設問「コロナ禍において今後、食品製造会社に期待すること」に対する単語

の出現頻度は、高い順に「特に」「衛生」「安全」「管理」「徹底」であり、設問「コロナ禍に

おいて今後、外食産業（レストラン等）に期待すること」に対する単語の出現頻度は、高い順に

「特に」「徹底」「衛生」「消毒」「対策」であった。KH-Coderを用いた共起ネットワーク分析

で、コロナ禍での外食時における心配事のほとんどが感染対策に関連するものであった。今回分

析したアンケート調査のタイミングが非常事態宣言発出下であったことが影響していると考えら

れる。食品製造会社に期待することとして、食品衛生に関連する単語が上位を占めていたが、こ

れらは通常消費者が企業に期待するものである。一方で、「ウィルス混入防止」を期待していた

点はコロナ禍特有のことととらえることができる。「簡単に調理できる製品の開発」や「個包装

を増やす」なども、コロナ禍において外食の頻度を減らしていた消費者が求めていたことであろ

う。このような状況の中でも「異物混入の防止」に対する期待があったことは食品防御対策を進

める上で注目すべき点である。 
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行動と関連する項目（背景）を明らかにするこ

とを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

 

Ｂ．1.分析対象の調査結果 

本年度研究で分析対象としたアンケート調査

は、インターネット調査会社（株式会社マクロミ

ル）に委託し、2021年 1月 27及び 28日にわたり

ウェブ調査として実施した既存データである［5］。 

調査は 10 歳代から 70 歳代までの男女 1442 人

を対象としたものであり、各年齢階級男女均等割

り付けとした。 

 

Ｂ．2.アンケート調査項目 

主に次に示す大項目の調査結果が含まれてお

り、各項目にはさらに詳細な質問が設定されてい

る。性、年齢、居住地域等はモニタ情報として登

録されている。 

① 食品購入時に重視する事 

② 購入した食品に異常がある場合の対応 

1. 異物が混入している場合 

2. 異臭がする場合 

3. 宅配サービスで食品を受け取った際に

余分に入っていた場合 

③ 食品への意図的異物混入への意識 

④ 自由記述回答の質問 

1. コロナ禍における外食時の心配事 

2. コロナ禍に企業に期待すること（食品

製造会社、外食産業） 

 

 各項目に対しては（一部を除いて）、「全く

そう思わない」「そう思わない」「どちらかと

いえばそう思わない」「どちらかといえばそう

思う」「そう思う」「非常にそう思う」の 6件

法での回答を求めた。 

 アンケートの中には自由記述の問いとして、

「コロナ禍において外食をするに際に、あなた

が心配することを自由に記載してください」

「コロナ禍において今後、食品製造会社に期待

することを自由に記載してください」「コロナ

禍において今後、外食産業（レストラン等）に

あなたが期待することを自由に記載してくだ

さい」の 3つを設けていた。 

 

Ｂ．3.解析方法 

 本年度は、B.2.④に示す自由記述回答に対し

て日本語解析を行った。 

日本語解析では、最初に形態素（言語で意味

を持つ最小単位で、単語に近い）の列に分解し

た後、係り受けなどを無視し、回答者ごとに形

態素の出現頻度をまとめた（Bag of Words）。

その後、頻出語と頻出文を求めた。頻出語は数

をカウントし、頻出文の抽出は共起ネットワー

ク分析を行った。共起ネットワーク分析は、回

答者ごとに共に出現しやすい単語同士を結び

付けてネットワークとして表現した。 

ネットワーク構造をグラフといい、その中で

部分的なネットワーク構造をサブグラフとい

う。共起ネットワーク分析は塊とみなせるサブ

グラフを抽出する。このように抽出されたサブ

グラフは、同じような単語を組み合わせて使っ

ている回答者が多くいる場合に生成される。し

たがって、ある程度同じような意見を有する回

答者が多く存在する場合には、明確なサブグラ

フが現れる。 

頻出語と他の設問と回答との関係を調べる

ためにコレスポンデンス分析を行った。コレス

ポンデンス分析は、主成分分析や数量化３類と

同じような分析である。数値データには主成分

分析が向いているが、選択式のアンケートなど

のように数の少ない離散データは数量化３類

が向いている。自然言語解析のように数が多い

離散データの場合にはコレスポンデンス分析

が向いているため、本研究ではコレスポンデン

ス分析を行った。 

 日本語解析の分析ツールとして、KH-Coder を

用いた。 
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Ｂ．4.倫理面への配慮 

 本研究において、特定の研究対象者は存在せ

ず、直接的な個人情報の取り扱いはない。本研

究を実施するに際して、国立保健医療科学院研

究倫理審査委員会の承認を受けた。 

 

Ｃ. 研究結果 

 

Ｃ.1. ウェブアンケート調査の結果 

全ての設問に回答した 1442 人（各年齢階級男

女各 103名）を分析対象とした。居住地域は、北

海道： 4.6％、東北地方：5.0％、中部地方：16.5%、

関東地方：40.2%、近畿地方：19.1%、中国地方：

4.4%、四国地方：2.1%、九州地方：8.0%であった。 

 

Ｃ.2. 頻出語句、頻出文 

自由記述の設問「コロナ禍において外食をす

る際に、あなたが心配すること」に対する単語

の出現頻度は高い順に「感染」「人」「マス

ク」「外食」であった（表１）。図１に示す共

起ネットワーク分析結果のサブグラフの中で、

サブグラフ１からは「マスクを外して食事や会

話をすることが心配」していることが推測でき

る。サブグラフ２からは「テーブルが消毒され

ているか」、サブグラフ３からは「飛沫などの

感染対策がなされているか」を、サブグラフ５

は「大声で話す」、サブグラフ８は「隣の席の

客と距離が近い」ことを心配していることが推

測された。 

自由記述の設問「コロナ禍において今後、食

品製造会社に期待すること」に対する単語の出

現頻度は高い順に「特に」「衛生」「安全」

「管理」「徹底」であった（表２）。図２に示

す共起ネットワーク分析結果のサブグラフ１か

らは「家庭で簡単に調理できる料理の開発」を

期待していることが推測できる。サブグラフ３

からは「異物やウィルスの混入防止」、サブグ

ラフ４からは「安心安全」、サブグラフ５から

は「個包装を増やしてほしい」と期待している

ことが推測された。 

自由記述の設問「コロナ禍において今後、外食

産業（レストラン等）に期待すること」に対する

単語の出現頻度は高い順に「特に」「徹底」「衛

生」「消毒」「対策」であった（表３）。図３に

示す共起ネットワーク結果のサブグラフ１から

は「コロナ禍で大変だと思うが頑張って安心安全

な外食ができるよう期待している」、サブグラフ

２からは「テーブルや席の間隔を空け、アルコー

ル除菌を設置し、換気を行ってほしい」、サブグ

ラフ３からは「テイクアウトのメニューやデリバ

リーを充実してほしい」ということが推測された。 

 

Ｃ.3. 他の設問との関係（コレスポンデンス分

析） 

他の設問との関係をみるために実施したコレ

スポンデンス分析では、「コロナ禍において今後、

食品製造会社に期待すること」と各設問において、

次に示すような関係がみられた。 

設問「今後も事件が発生する（輸入食材）」と

のコレスポンデンス分析の結果（図 4）では、事

件が発生すると思う人たちが記載している内容

に用いられている単語が右下の方に存在してお

り「ウィルス」「菌」「品質」などに言及してい

た。 

設問「コロナ禍の食事で感染リスクが心配（蓋

付き調味料）」とのコレスポンデンス分析（図 5）

では、感染リスクを心配している人たちは、右下

の方におり「調理工程」「冷凍食品」に言及して

いた。 

設問「コロナ禍の食事で感染リスクが心配（エ

コ箸）」とのコレスポンデンス結果（図 6）では、

エコ箸による感染リスクを不安に思っている人
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が右にいて「調理工程」「冷凍食品」に言及して

いた。 

 

Ｄ. 考察   

本年度は、インターネット調査会社の登録モ

ニタを対象としたウェブアンケート調査の結果

の中で、自由記述欄に対して日本語解析を行っ

た。コロナ禍での外食時には、心配事のほとん

どが感染対策に関連するものであった。今回の

アンケート調査のタイミングが非常事態宣言発

出下であったことも影響していると考えられ

る。 

食品製造会社に期待することとして、食品衛

生に関連する単語が上位を占めていた点は通常

消費者が企業に期待する内容であるが、ウィル

ス混入防止はコロナ禍特有の期待ととらえるこ

とができる。簡単に調理できる製品の開発や個

包装を増やすなども外食の頻度を減らしていた

消費者が求めていたのかもしれない。このよう

な中でも「異物混入の防止」に対する期待があ

ったことは注目すべき点である。 

 本研究の限界として、今回の調査がウェブ調査

であることは留意しなければならない。調査対象

者の抽出が年齢階級男女均等割り付けであるた

め、居住地や国全体の年齢別人口割合を考慮した

ものではない。また、本研究が分析対象としたア

ンケートの実施時期が 2021年 1月であり、COVID-

19 感染症拡大下で第 2 回目の緊急事態宣言が出

ていた時期である。そのため、当時の感染対策に

対する意見が今回のアンケート調査の回答にも

影響を与えている可能性もあり、少し強めの対策

が必要と回答した人が多くなった可能性も考慮

しなければならない。 

 

Ｅ. 結論 

 本年度研究として、ウェブアンケート調査結

果を分析し、自由記述欄に対して日本語解析を

行った。感染症拡大下において消費者が外食時

に心配したことや食品製造会社、外食産業に対

して期待したことを明かにすることができた。 

 

Ｆ. 健康危険情報 

 なし 

 

Ｇ．研究発表 

１.論文発表 

1. Akahane M, Kanagawa Y, Takahata Y, Nakani-

shi Y, Akahane T, Imamura T. Consumer Aware-

ness of Food Defense Measures at Food Deliv-

ery Service Providers and Food Manufactur-

ers:Web-Based Consumer Survey Study. JMIR 

Formative Research;2023;7:e44150 

2. Matsumoto S, Kanagawa Y, Nagoshi K, Aka-

hane T, Imamura T, Akahane M. Consumer Will-

ingness to Pay for Food Defense and Food Hy-

giene in Japan: Cross-Sectional Study. In-

teract J Med Res. 2023;12:e43936 

 

２．学会発表 

なし  

 

Ｈ. 知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

なし 

 

２．実用新案登録 

なし 

 

３．その他 

なし 
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表１ 設問「コロナ禍において外食をする際に、あなたが心配すること」における単語の出現回数

（上位１０位） 

抽出語 出現回数 

感染 344 

人 224 

マスク 200 

外食 161 

心配 143 

店 125 

飛沫 123 

食事 112 

消毒 111 

距離 102 

表２ 設問「コロナ禍において今後、食品製造会社に期待すること」における単語の出現回数（上位

１０位） 

抽出語 出現回数 

特に 278 

衛生 238 

安全 206 

管理 203 

徹底 157 

食品 152 

製造 103 

対策 98 

思う 89 

安心 88 

表３ 設問「コロナ禍において今後、外食産業（レストラン等）に期待すること」における単語の出

現回数（上位１０位） 

抽出語 出現回数 

特に 191 

徹底 169 

衛生 125 

消毒 124 

対策 109 

思う 100 

感染 96 

管理 96 

テイクアウト 82 

安全 77 
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図１ 「コロナ禍において、外食をする際に心配すること」の設問に対する自由記述の共起ネットワ

ーク分析結果 
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図２ 「コロナ禍において今後、食品製造会社に期待すること」の設問に対する自由記述の共起ネッ

トワーク分析結果 
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図３ 「コロナ禍において今後、外食産業（レストラン等）に期待すること」の設問に対する自由記

述の共起ネットワーク分析結果 
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図４ 自由記述欄「コロナ禍において今後、食品製造会社に期待すること」と設問「今後も事件が発

生する（輸入食材）」に対するコレスポンデンス分析結果 
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図５ 自由記述欄「コロナ禍の食事で感染リスクが心配（蓋付き調味料）」と設問「今後も事件が発

生する（輸入食材）」に対するコレスポンデンス分析結果 
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図６ 自由記述欄「コロナ禍の食事で感染リスクが心配（エコ箸）」と設問「今後も事件が発生する

（輸入食材）」に対するコレスポンデンス分析結果 
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